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しばあり、社会問題となっている。2014 年の救急搬送時間の全国平均は 39.4 分であり























結果と考察：43,663 名（内訳：女性 50％、31.2％が 80 歳以上）が対象となった。救
急搬送時間の平均は 44.5 分、照会回数は平均 1.8 回であり、照会回数が増加するほど搬
送時間は延長していた(p<0.001)。全体で 79,693 件の電話による照会が行われ、うち
45.2%が搬送を断られていた。搬送を断られた照会電話に要した時間を除くと、救急搬
送時間は 3.5 分短縮した。13 エリアに分けた地域変数を用いたマルチレベル線形回帰分
析を実施したところ、約 44％の事例で年齢、性別、発生曜日・時間・季節、疑わしい疾
患・緊急度、救急要請者属性、発生地域、照会回数の情報で搬送時間を説明でき、照会



















結果：43,663 名（内訳：女性 50％、80 歳以上 31.2％）が対象となった。救急搬送時間
の平均は 44.5 分、照会回数は平均 1.8 回であり照会回数が増加するほど搬送時間は延長
した(p<0.001)。多変量で調整した結果、照会回数が 1 回増加する毎に搬送時間が 6.3 分
延長した。3 地域に分けた解析では、急性冠症候群・外傷などの疾患に関し搬送時間の
増分が他地域よりも大きくなる地域があった。  
結論：救急隊が患者受入れ先を探す際に病院が受け入れを断るたびに 6.3 分搬送時間が
延長した。病院の受入れ状況が迅速に共有され搬送先の速やかな決定を可能にする、よ
り効率的なシステムが求められる。 
 以上の研究は救急車受け入れ拒否が救急搬送時間に与える影響の定量化に貢献し、救
急医療提供体制の整備に寄与するところが多い。  
  したがって、本論文は博士（社会健康医学）の学位論文として価値あるものと認め
る。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年１月１６日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。  
 
